
令和５年３月１７日

令和４年度 第２回経営効率化委員会を開催

（一社）日本物流団体連合会(池田潤一郎会長)は、３月１３日(月)、本年度第２回の経営効率

化委員会（委員長：外山俊明氏 全日本空輸㈱取締役専務執行役員）を都内の全日通霞が関ビル

会議室において開催した。

委員会に先立ち開催されたオンライン講演会では一般聴講申込みを含め８８名が参加し、講

師の全日本空輸株式会社安全推進センター副センター長の石田裕三氏より、「エアラインの安全

への取り組み」と題した講演が行われた。

講演では最初にエアライン・オペレーションについて触れられ、高品質なオペレーションは

様々な職種のスタッフの総合力によって実現されるものであり、そして品質の中でも安全が経

営の基盤・社会への責務として全てに優先することが示された。その後、過去に発生した事故

についての説明、続いて航空事故対策としてヒューマンファクターによる安全管理と組織的側

面からの対応についての説明があった。最後に全日本空輸株式会社では、グループ各社の全社

員に安全教育を行っており、そこで習得した知識を基に業務中における指導を通じて行動化と

習慣化につなげ、組織内に安全文化を根付かせるように取り組んでいる、という説明があっ

た。

引き続き行われた委員会では、「令和４年度下半期活動報告」として、物流標準化調査小委員

会、およびダイバーシティ推進ワーキングチーム(女性活躍推進)等についての結果報告が行わ

れた。

続いて、「令和５年度活動計画(案)」として、本年度の活動を継続することに加えて、新たに

高齢者の活躍推進に関する調査検討を行うこと、物流事業の安全に関する講演会を開催するこ

となどの案が示され、原案通り承認された。
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